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外国人被災者を対象とした震災支援に関する調査研究

Research on Earthquake Disaster Support for Foreign Victims

S  n 辻

論

　外国人被災者に向けた震災支援について、支援の対象で

ある外国人被災者に着目した研究は少ない。本研究では、外

国人被災者に向けた震災支援について、支援をする者と支

援の対象である外国人被災者に着目し、それぞれの認識を

明らかにし、外国人被災者に寄り添った望ましい支援のあ

り方を発見していくことを目的とする。

　外国人被災者に向けた震災支援の歴史について文献調査

を行った。阪神・淡路大震災では、外国人被災者向けの相

談窓口を設置し、困りごとのある外国人被災者は自ら相談

窓口にアクセスする支援の形態が多く見られた。一方で、東

日本大震災では、外国人被災者向けの相談窓口を設置する

だけにとどまらず、支援者が自ら外国人被災者のもとへ出

向き、支援が必要な外国人被災者を実際の支援につなげて

いくアウトリーチ型の支援形態が多く見られた。

　熊本地震における、外国人被災者に向けた支援活動につ

いて文献調査を行った。熊本地震では、配給物資にハラー

ルの物資がないなど、外国人被災者の多様性に配慮できて

いないこともあった。一方で、熊本地震では、外国人被災

者も支援を行う立場になれることが示された。

　熊本地震において、外国人被災者に向けて支援活動を

行った者、被災した外国人住民を対象に、半構造化インタ

ビューを実施した。海外出身の対象者７名（外国人被災者

に向けて支援活動を行った中国出身の者１名、外国人被災

者６名）から得られたデータをもとに、逐語録または、イ

ンタビューで得られた回答の要点を作成し、 法を用いて

分析した。分析の結果、「日本語理解の問題（55）」「異文化

をめぐる問題（23）」「日本社会システムの特徴（19）」「震

災当時の被災体験（45）」「地震による直接的被害（14）」「避

難生活上の問題（40）」「日本人も外国人もみんなが支援者

（49）」「支援活動を通して身に付けていく心構えと態度

（17）」「地域住民と外国人同士による輪の形成・強化・維持

（67）」「震災経験から得たもの（20）」「問題解決に向けた対

応策（50）」といった11項目が抽出された。

　 法で抽出された項目を、外国人被災者に向けて支援活

動を行った日本人支援者３名の語りと比較した。震災前か

ら存在する要因として、「日本語理解の問題（55）」「異文化

をめぐる問題（23）」「日本社会システムの特徴（19）」が、

震災時に存在する要因として、「震災当時の被災体験（45）」

「地震による直接的被害（14）」が、避難生活時に存在する

要因として、「避難生活上の問題（40）」「日本人も外国人も

みんなが支援者（49）」「支援活動を通して身に付けていく

心構えと態度（17）」「地域住民と外国人同士による輪の形

成・強化・維持（67）」が、震災後に存在する要因として、

「震災経験から得たもの（20）」「問題解決に向けた対応策

（50）」があった。外国人住民を地域の輪に巻き込み、平時

からともに生活することにより、地域住民と外国人住民の

相互理解が深まる。外国人住民は、地域住民から理解され

ることにより、孤立感や疎外感を軽減できる。

論

　外国人被災者に寄り添った望ましい支援のあり方として、

次の２点が提言できる。

①地域住民は、平時から外国人住民の異なる言語・文化・

社会的背景を理解し、ともに生きる地域社会の一員として

外国人住民と人間関係を築いていくことが重要である。

②外国人住民が強みや得意分野を活かし、地域社会の中で

役割を担えるように、地域社会の環境を整えていくことが

重要である。



－ 67 －

人間科学研究　Supplement 2021（2021）
修士論文要旨

The Relationship between Inter-brain EEG Synchronization and 
Stability of Interpersonal Coordination during Anti-phase Tapping
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神経幹細胞における Radmis 遺伝子の機能解析

Functional analysis of the Radmis gene in neural stem cells

S  u 榊

　脳発生は神経幹細胞の対照的な増殖、細胞の移動、神経

への細胞分化の３ステップに分類できる。神経幹細胞の増

殖は微小管の形成する分裂紡錘体によって行われる。また、

細胞の移動には神経幹細胞の一種である放射状グリアの持

つ放射状突起が必要である。この放射状突起は細胞移動の

際に足場として機能する。脳発生において、 m は分

裂中の細胞の分裂紡錘体と中間径フィラメントの e t n

が発現している放射状突起に局在を示す。また、 m

は中心体関連タンパク質と中間径フィラメント関連タンパ

ク質と強く結合することも知られている。その為、 m

は微小管や、中間径フィラメントなどの細胞骨格に機能し

ているとされている。実際に m の生体内における強

制発現では脳室下帯において分裂期の細胞の割合の増加、

分裂細胞のアポトーシス、異常な分裂紡錘の形成など複数

の m による分裂期における機能異常が確認されてい

る。しかし、間期における微小管への機能に関して、株化

細胞での m 強制発現による微小管の un l n しか

確認されていない。また、 m のノックダウンにより

間期の放射状グリアが有する放射状突起の短縮を引き起こ

すことが明らかになっている。この放射状突起において

m は中間径フィラメントと共局在している。中間径

フィラメントの中でも特に、 ment nは m と相互作

用し、電子顕微鏡観察による密接な局在も確認されている。

　しかし、 m と微小管と中間径フィラメントとの関連

性については明らかになっていない。そこで、本研究では

神経発生、神経幹細胞機能・形態維持における m の

役割を明らかにするために、間期における m と微小

管と中間径フィラメントの機能メカニズムに関して調べた。

　神経幹細胞と 2 に対して、 m の強制発現を行なっ

た。更に、 le、 l処理により、微小管の脱重

合と脱重合阻害を行った。また、免疫染色により内在性の

m 、 u ul n、 ment nの可視化を行った。その後、

顕微鏡下での m 、 u ul n、 ment nの局在を観察

し、 m の強制発現、試薬処理による影響を調べた。

　 2 での m の強制発現により、核付近に局在する

ment nに束化が確認されそのネットワークに異常が生

じた。また強制発現した m は un l n を示し、

ment n、 u ul nとの部分的な共局在を示すことが明ら

かになった。また、神経幹細胞での観察により、内在性

m は中間径フィラメントと共局在するのに対し、強

制発現により発現した m は微小管と共局在すること

が確認された。更に、強制発現時には m が中心体や

m l でも局在を示すことが確認された。更に、強

制発現時の m の局在変化は内在性 m の局在変

化によるものであることも明らかとなった。また、微小管

を脱重合させた 2 と神経幹細胞での観察から、 m

の局在がフィラメント状からドット状へと変化することも

明らかになった。また、微小管を脱重合阻害した 2 と神

経幹細胞の観察から、 m の局在は円形に変化するこ

とが明らかとなった。

　 m を強制発現させた 2 と神経幹細胞での微小管

の脱重合、脱重合阻害の結果から、間期における m

は微小管に作用を受けることが明らかとなった。先行研究

と今回の結果から、間期における m と微小管の相互

作用の可能性が示唆された。間期において、 m は微

小管だけでなく中間径フィラメントにも機能していること

が報告されていたが、それらとの関連性は明らかになって

いなかった。今回の結果から m は u ul nと結合し、

ment nとは間接的に関与している可能性が示唆された。

実際に、脳発生において微小管に結合し、微小管の形態に

機能するタンパク質に が存在する。この は微

小管の安定化に機能する事が知られている。また、

は複数確認されており、微小管の安定化を制御する事で放

射状グリアの維持に機能している事が知られている。これ

らの結果より、生体内における m は であると

考えられる。この考察から、生体内の m は微小管を

介して中間径フィラメントに機能していると考える。
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LSTM と MEG を用いた日本語スピーチ聴取中の
言語予測に関連する脳領域の同定

Identifying Brain Regions Related to Word Prediction

During Listening to Japanese Speech by Combining LSTM and MEG
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腸管上皮様細胞のオートファジー活性を亢進する D- アミノ酸の探索と
作用機序の解明

Identification of D-amino acids capable of enhancing the autophagic flux and 

elucidation of their molecular mechanisms in human intestinal epithelial-like cell lines

S  S t

　オートファジーは細胞内の大規模分解系であり、細胞内

浄化に働くことで、神経変性疾患やがんなどの様々な疾患

の発症抑制に機能することが明らかとなっている。また、食

品の消化吸収を担う腸管においても、オートファジーは腸

管の恒常性維持に重要な役割を担っており、腸管上皮にお

けるオートファジーの機能不全は、炎症性腸疾患の発症に

つながることが報告されている。

　 アミノ酸は生体を構成する栄養成分であるが、その鏡

像異性体である アミノ酸は、近年、腸内細菌によって産

生されることが報告されており、 アミノ酸も多様な生理

的役割を担うと考えられている。一方で、 アミノ酸の欠

乏はオートファジーを激しく誘導することが知られている

ものの、 アミノ酸のオートファジーに与える影響につい

ては未解明である。そこで本研究では、腸管上皮様細胞で

ある 2細胞を用いて、オートファジー活性に影響する

アミノ酸を探索し、その構造特性と作用機序を解析する

ことを目的とした。

D

　オートファジー活性に影響する アミノ酸の探索とし

て、 2細胞を用いた評価系において検討した。その結

果、 eu ne、 ne、 p t  、

lut m  がオートファジー活性化作用を有する

ことが示された。一方、それらの 体にはオートファジー

活性作用は認められなかったことから、 アミノ酸が有す

る構造特性がオートファジー活性化に影響を与えることが

示唆された。

D-Leucine

　アルキル鎖を有する アミノ酸のうち、 eu neにお

いてのみオートファジー活性化作用が認められた。一方で、

eu neの側鎖の構造異性体では、オートファジー活性

化作用は認められなかった。 eu neの有する構造特性

がオートファジー活性化に重要であることは、側鎖の炭素数

や立体構造が異なる他のアルキル鎖を有する アミノ酸で

はオートファジー活性化作用はないことから示唆された。

D-Tyrosine

　芳香族アミノ酸のうち、 neにおいてのみオート

ファジー活性化作用が認められた。同様にベンゼン環構造

を有する en l l n neではその活性化作用は認めら

れなかったことから、側鎖のベンジル基へのヒドロキシ基

付加体は、オートファジー活性化に重要な化学構造と考え

られた。しかし、 en l l n neのハロゲン付加体の検

証より、ハロゲン付加による芳香族環への電子供与性が増

すにつれ、オートファジー活性化作用が増強するという結

果が得られた。一般に、芳香族環に付加したヒドロキシ基

は電子供与性を示すことから、構造よりむしろその電子供

与性が、オートファジー活性化作用を増強する要因である

ことが示唆された。

D-Aspartic Acid、D-Glutamic Acid

　 p t  と lut m  が示したオート

ファジー活性化作用は、その酸アミド化合物では認められ

なかった。また、カルボキシ基を有する吉草酸などの他の

脂肪酸ではオートファジー活性化作用は示されなかったこ

とから、カルボキシ基という化学構造自体にはオートファ

ジー活性化作用はないことが示唆された。よって、 型の

αアミノ酸における側鎖のカルボキシ基がオートファジー

活性化には重要であることが示唆された。

D

　 

　 アミノ酸によるオートファジー活性化には、飢餓誘導

性オートファジーで中心的な役割を果たすm 1シグ

ナルの関与は認められなかった。そこで標的シグナルの探

索として、 em ne nt  を用いて37種類の

キナーゼのリン酸化レベルを網羅的に解析した。その結果、

アミノ酸処理した細胞では、共通してオートファジー制

御に関わることが報告されている 1と 1 2のリン

酸化レベルが低下することが示された。

　オートファジー活性化作用においては、 アミノ酸側鎖

における構造が重要な役割を担っていることを明らかにし

た。さらに、m 1シグナルを介さずに 1や

1 2シグナルによりオートファジーを制御する可能性

を見出した。本研究は、 型のαアミノ酸の有するオート

ファジー活性における構造特性の科学的知見を提供した。


